様式１　

	



履歴書（記載例）

ふりがな　　　　　　　　かがわ　たろう
氏　名　　　
香川 太郎

生年月日　
昭和○○年○○月○○日（○○歳）　性別○

本籍地　
○○県

現住所　
〒○○○―○○○○　○○県　　○○市　○○町　○○番地

連絡先　
〒○○○―○○○○　○○県　　○○市　○○町　○○番地

電話　○○○（○○）○○○○　ファックス　○○○（○○）○○○○

E-メール　 ○○○＠○○○

学歴　
平成○○年○○月　○○県立○○高等学校卒業

　
平成○○年○○月　○○大学○○学部入学

　
平成○○年○○月　○○大学○○学部卒業

　
平成○○年○○月　○○大学大学院○○学研究科○○学専攻修士課程入学

　
平成○○年○○月　○○大学大学院○○学研究科○○学専攻修士課程修了

　
平成○○年○○月　○○大学大学院○○学研究科○○学専攻博士後期課程入学

　
平成○○年○○月　○○大学大学院○○学研究科○○学専攻博士後期課程修了

学位
学士（○○学）○○大学

修士（○○学）○○大学

博士（○○学）○○大学　平成○○年○○月取得あるいは取得見込
　

職歴　　平成○○年○○月○○日　○○株式会社○○研究所

　　　　平成○○年○○月○○日　○○大学○○学部助手

　　　　平成○○年○○月○○日　○○専門学校○○講師

　　　　現在に至る

賞罰　
平成○○年○○月○○日　○○学会○○賞

　　　　以上のとおり相違ありません

平成○○年○○月○○日

（署名　　　　　　印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香　川　太　郎　　

様式２
研 究 実 績（研究業績等目録）

氏名　香川 太郎　　　

Ⅰ．著　　書

書名，編者名，執筆の章など(ある場合)，執筆ページ(○○-××)，年号，出版社名.

著者名（全員）

※古いものから年代順に整理

※英文の場合, 英語で記載

※印刷中のものについては(印刷中)または（in press)と明記


※共著の場合には, 自身著者名に下線
Ⅱ．学術論文

論文題目，雑誌名，巻号, 掲載ページ(○○-××), 年号. ｢査読の有無」

著者名（全員）

※古いものから年代順に整理

※博士論文も学術論文に含め,「雑誌名, 巻号, 掲載ページ」の代わりに「博士論文」と記載

※英文の場合, 英語で記載

※印刷中のものについては(印刷中)または（in press)と明記

※共著の場合には, 自身著者名に下線
※英文雑誌の雑誌名はイタリックで記載
Ⅲ．学術講演

発表題目，学会等要旨集名，掲載ページ，開催年月，開催場所.

発表者名（全員）

※古いものから年代順に整理

※英文の場合, 英語で記載　

※学術論文に準じた形式で記載
Ⅳ．その他の業績（雑誌記事, 調査報告等）

課題名，掲載雑誌・報告書の名称，巻番号，掲載ページ(○○-××)，年号.

著者名（全員）

※著書・学術論文に準じた形式で記載

Ⅴ．受賞

※受賞年月　○○○賞（◯◯学会等，授与団体を記載）
Ⅵ．所属学会・学会活動等
学会名、会員種別、役職　（例　日本◯◯学会、正会員、庶務幹事）
Ⅶ．社会的活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
記載要領
１）A４の白紙を縦に使用し横書きで記入してください.
２）提出資料　目録にかかげたI～Vの業績については, すべて資料が必要です.
　I：当該ページの別刷又はコピー、II：別刷又はコピー（印刷中またはin pressの場合は、掲載可となったことを証明できる書類）、　III：講演要旨のコピー、  IV：別刷又はコピー、　V：表彰状コピー等
(記入例)

I. 著書

1. Pathogenesis and host specificity in plant diseases, Shikoku, T. et al., eds., Volume 2, 65-81, 2010, Oxford Press.

著者：Kagawa, T., Takamatsu, J., and Miki, S.

2. 科学実験講座, 四国太郎編, “○○○”の章, 150-160, 2012, 養賢堂.

著者：香川太郎, 高松次郎, 三木三郎.

II. 学術論文

1. Energy, plants, and ecology, Canadian Journal of Ecology, 46(2), 12-19, 2009. ｢査読有り｣

著者：Kagawa, T., Takamatsu, J., and Miki, S.

2. A zinc-binding protein in plants and microbes, Plant Molecular Biology, 81, (in press), 2010. ｢査読有り｣ 

著者：Kagawa, T., Takamatsu, J., and Miki, S.

3. 生物における計測および分析, 日本○○学会誌, 3(2), 111-118, 2012. ｢査読有り｣ 

著者：香川太郎, 高松次郎, 三木三郎.

4. アダプティブコントロールによるグロースキャビネットの試作, 日本○○○学会誌，14(4)，131-137，2013.「査読有り」 

著者：香川太郎, 高松次郎, 三木三郎.

III. 学術講演

1. ○○における△△△の挙動について，日本○○学会第50回学術講演会要旨集，5，2010年10月，香川大学農学部.   

発表者：香川太郎, 高松次郎, 三木三郎.

2. Plant gene expression patterns, Abstracts of XII International IUPAC Symposium, 83, 2012年8月, New York, USA.　

発表者：Miki, S., Ikenobe, S., Takamatsu, J., and Kagawa, T.
IV. その他の業績

1. 生物における遺伝子発現挙動, 生物と○○, 25, 89-103, 2011. 

著者：香川太郎, 高松次郎, 三木三郎.

V. 受賞

1. 平成15年3月　学術奨励賞（日本○○学会）

Ⅵ．所属学会・学会活動等

学会名、会員種別、役職　（例　日本◯◯学会、正会員、庶務幹事）

Ⅶ．社会的活動
写真添付





（上半身最近撮影のもの）
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